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2024年7月28日前晩
ねん がつ にちぜんばん

年間第17主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

ヨハネ福音は、「五つのパンと二匹の魚」の物語を記しています。
ふくいん いつ に ひき さかな ものがたり しる

ひとりの少年がささげたのは、五つのパンと二匹の魚でしたが、そこに集まった五千人
しょうねん いつ に ひき さかな あつ ご せんにん

を超える人たちの空腹を満たしたという、奇跡物語です。
こ ひと くうふく み き せきものがたり

この物語は、少ない食べ物が多くの人を満たしたと言う奇跡の物語であると同時に、
ものがたり すく た もの おお ひと み い き せき ものがたり どう じ

自分が持つ数少ないものをまもるのではなく、他者のために惜しみなく分かち合ったと
じ ぶん も かずすく た しゃ お わ あ

きに生まれる愛の絆の物語でもあります。
う あい きずな ものがたり

教皇フランシスコは2015年7月26日のお告げの祈りの際にこの福音の箇所に触れ、次の
きょうこう ねん がつ にち つ いの さい ふくいん か しょ ふ つぎ

ように述べておられます。
の

「イエスは『買う』という論理の代わりに「与える」という別の論理を用いています」
か ろん り か あた べつ ろん り もち

その上で教皇は、この物語が、ミサを通じて主の食卓にあずかり、主イエスご自身の
うえ きょうこう ものがたり つう しゅ しょくたく しゅ じ しん

現存である御聖体によって生かされることで教会共同体にもたらされる、共同体の交
げんそん ご せいたい い きょうかいきょうどうたい きょうどうたい まじ

わりにおける霊的な一致の意味をあらためて考えさせると指摘します。
れいてき いっ ち い み かんが し てき

教皇はそのことを、「ミサにあずかることは、イエスの論理、すなわち無償の論理、分
きょうこう ろん り む しょう ろん り わ

かち合いの論理に分け入ることを意味します。また、わたしたちは皆、貧しいからこそ、何
あ ろん り わ い い み みな まず なに

かを与えることができます。「交わる」ことは、自分自身や自分が持っているものを分か
あた まじ じ ぶん じ しん じ ぶん も わ

ち合えるようにしてくださる恵みを、キリストから受けることを意味するのです」と記
あ めぐ う い み しる

します。

さらに教皇は、わたしたち一人ひとりを「与える」ことへと招かれて、こう述べていま
きょうこう ひと り あた まね の

す。
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「わたしたちは確かに、一定の時間や何らかの才能、技能を持っています。『五つのパン
たし いってい じ かん なん さいのう ぎ のう も いつ

と二匹の魚』を持っていない人などいるでしょうか。わたしたちは皆、それらを手にし
に ひき さかな も ひと みな て

ています。もし、わたしたちが主の御手にそれらをゆだねたいと望むなら、世界が少し
しゅ み て のぞ せ かい すこ

でも愛、平和、正義、そしてとりわけ喜びに満たされるのに、それらは十分、役立つ
あい へい わ せい ぎ よろこ み じゅうぶん やく だ

でしょう」

世界は希望を必要としています。とりわけ、各地で頻発し、なおかつ解決の道が見いだ
せ かい き ぼう ひつよう かく ち ひんぱつ かいけつ みち み

せない武力による対立は、多くのいのちを危機に 陥 れ、絶望を生み出しています。世界
ぶ りょく たいりつ おお き き おとしい ぜつぼう う だ せ かい

は希望を必要としています。
き ぼう ひつよう

希望は、どこからか持ってこられるような類いのものではなく、心の中から生み出され
き ぼう も たぐ こころ なか う だ

るものです。心の中から希望を生み出すための触媒は、共同体における交わりです。互
こころ なか き ぼう う だ しょくばい きょうどうたい まじ たが

いに支え合い、ともに歩むことによって生まれる交わりです。少ない中からも、互いに自
ささ あ あゆ う まじ すく なか たが みずか

らが持っているものを分かち合おうとする心こそは、交わりの共同体の中に希望を生
も わ あ こころ まじ きょうどうたい なか き ぼう う

み出す力となります。
だ ちから


